
平 成１８年 度 予 算 が 決 定

◎予算の特徴

　第１０回うるま市議会定例会で、総額７５５億あまりの平成１８年度の一般・特別会計予算が可決
されました。予算規模は、７５５億６，８８２万円で、前年度に比べ７．８％の減少となりました。

　平成１８年度一般会計の予算は４１６億２，４７６万円で、前年度の当初予算と比較して２９億２，４２３万円、率にして
６．６％と減額となっています。前年度予算の中には合併前の旧市町の未収・未払分が含まれているため、これを除いて比
較すると８億５,１２９万円（２．１％）の増加になります。
　なお、平成１８年度の予算編成は、歳入の根幹である市税の増加が見込まれるものの、歳出において扶助費や普通建設事
業費などが増大したため、人件費の削減や各種補助金の削減、事務事業の見直しなどによって歳出抑制に努めましたが、厳
しい財政状況もあって１１億円余りの基金を取り崩して、収支の均衡を図ったところです。

一般会計予算を歳入・歳出別に分析すると、次の円グラフのようになります。

１７年度当初予算額 １８年度当初予算額区　　分

4,162,476
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伸び率比　　　　較

一般会計予算　　４１６億２，４７６万円

歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

　 小 計 　

一 般 会 計

水 道 事 業 会 計

　 合 計（ 予 算 規 模 ）　 　

特　

別　

会　

計

単位（金額：万円、伸び率：％）

その他
 26億6148万円

6.3%
市債

 53億5740万円
 12.9%

市税
77億5831万円
18.6%

その他
 28億4952万円

6.9%

公債費
 34億2095万円

8.2% その他 
104億2606万円

25.1%

人件費
 84億7850万円

20.4%

扶助費
 82億771万円
 19.7%

公債費
 34億2095万円

8.2%

普通建設事業費
110億9154万円

26.6%

その他
 61億5906万円

14.8%

総務費 
42億3908万円
10.2%

民生費
135億8304円
32.6%

土木費
 86億4679万円

20.8%

教育費
 55億7584万円

13.4%

自主財源
106億783万円 
 25.5%

県支出金 
23億4731万円

 5.6%

国庫支出金
 104億7011万円

25.2%
地方交付税 
101億8063
 24.5%

財政課 ☎９７３−６７５３問い合わせ

一般会計

その他 52,840円

=357,110円

=66,561円

（平成１８年４月１日現在の人口１１６，５６０人で換算）

市民一人当りの
予算額

市民１人当りの
納税額

人　口

人　口

市　税

内　訳

今年度の主な事業

【予算で使われる用語の意味】

総務費 36,368円

土木費　74,183円

●IT新事業創出体制強化事業
●総合福祉センタ－建設事業
●看護学校建設事業（間接補助）
●安慶名地区住宅地区改良事業
●安慶名土地区画整理事業
●石川中学校校舎改築事業
●うるま市総合計画策定事業
●町道８６号線道路改良事業
●コミュニティバス等運営事業（新規）
●勝連保育所整備事業（新規）
●ＥＳＣＯ事業
●石川西線道路改築事業（区間延伸）
●町道１－３３号線道路改良事業

教育費　47,837円

公債費　　29,349円

民生費　116,533円

★自主財源と依存財源…自主財源は、市税など市が自主的
に収入できる財源のことで、依存財源は国や県から交付
されたり割り当てられる収入のことです。
★歳入と歳出…国または地方公共団体（県、市町村）の一会
計年度中におけるすべての収入と支出のことです。
　（歳入）
★市税…市民税や固定資産税など、皆さんが市に納めた税
金です。

★地方交付税…全国の市町村が同じ水準の行政を進めら
れるよう、財政運営の均衡をとるために国から交付される
お金です。
★国・県支出金…事業などの特定の目的の財源として、国
や県から交付されるお金です。
★市債…大きな事業を行うために、国などから長期的に借
り入れるお金です。
　（歳出）
★総務費…市の総括的な事務事業、交通安全、防犯対策等
に要する経費です。

★民生費…児童、高齢者、障害者などの福祉に要する経費です。
★土木費…道路建設や公園の整備、市営住宅の管理などに
要する経費です。

★教育費…幼稚園、小中学校をはじめ社会教育や文化振興な
どの教育全般にわたる経費です。
★公債費…地方公共団体が借り入れた市債（長期の借金）の
元利償還金及び一時借入金の利子です。

★その他…消防、商工業振興、議会、ゴミ処理などに要する経
費です。

★人件費…職員等に対し勤労の対価、報酬として支払われる
一切の経費です。

★扶助費…児童から高齢者まで幅広い市民を対象に国の法
令や市の条例などに基づき、社会生活を援助するために支
出する経費です。
★普通建設事業費…学校や公営住宅、道路などを建設するた
めに支出する経費です。
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